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・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・㈱こうし未来研究所（地域づくり・まちづくり関連事業の推進）
・合志市企業等連絡協議会（地域貢献事業、人材確保に関する事業、地域経済の振興に関する連携）
・合志市商工振興課（地域経済の振興及び自然環境の保持に関する連携）、その他県の支援機関

・自然環境の維持保全（飯高山公園との調和・・・市民の憩
いの場を提供、組合統一デザイン社名看板の更新を行う。
・工業団地内緑地率の保持及び調整池の管理の徹底を図
る。

・除草作業２回/年（Ｓ≒３５，６００㎡
×２回）
・飯高山に隣接する樹木の非伐採公
園との調和）
・組合統一デザイン社名版の更新２
件
・工業団地内緑地率（３１．２％）維持

雇用の維持拡大（新卒者雇用及び中途採用）を図る。

・㈱こうし未来研究所の円滑な街づ
くりを株主として側面支援
・人権に関するセミナー等への参加
2021年2回/年　２０２４年５回/年

こうし未来研究所がすすめる街づくりへの参画、合志市及
び合志市企業等連絡協議会の差別解消に向けた取組み
へ参画する。

㈱こうし未来研究所がすすめる街づくりには積極的に参
画している。また、合志市及び合志市企業等連絡協議会
の差別解消に向けた取組へ参画している。

a

a 全体では計画より３４名多くなった。ただし、若年者の雇
用鈍化が見られる。

2024年　→　796名
・新卒者　　　　８名
・中途採用　　44名

a 除草作業は計画どおり２回行ったが、組合統一看板に関
しては計画（2件）の半分に留まった。（理由：計画が甘かっ
た）

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載） 前期の指標に対する実績

更新 事業者名 合志工業団地協同組合

≪経営方針≫
　当工業団地は１９９３年（平成５年５月）に操業を開始（組合全体の従業者数は５１６名）した。おりしもこの年
はバブルが崩壊した年であった、その後２００８年にリーマンショク、２０１１年に超円高、２０１６年熊本地震、
２０２０年新型コロナと、組合を取り巻く経営環境は厳しいものがあったが、この中であっても操業時の従業
者数を割り込んだのは、平成１２年の５１０人であった。この年以外は操業時を割り込んだことはない。（因み
に県鉱工業の従業者数の推移を見てみると、数万人減少している）
　当組合は①コンセプトは 「ひとづくり」「環境づくり」　②イメージはインダストリアルパーク （工場公園）　③
地域社会との連携　④ひとつの大きなファクトリー（工場）の四点を掲げ今日に至っている。
　この方針に添い、これからも組合運営を円滑に推進して行く。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

SDGsに関する重点的な取組み

・隣接する飯高山公園（合志市）との調和に努め
る。（市民の憩いの場となっている公園に通じる
道路沿いの木々の非伐採）
・一般的な工業団地に比べ緑地率は高く、今後こ
れ以上緑地率を高めることは難しいが、可能な限
り緑地率アップに努める。

・合志市及び合志市企業等連絡協議会が行う人
権教育研修及びセミナーへの参加並びに組合員
への周知に努める。
・こうし未来研究所が推進している街づくりには
積極的に参画する。

・引き続き雇用の維持拡大に努める。

・除草作業年２回実施した。
・飯高山に隣接する樹木は伐採しな
かった。

前期のSDGsに関する重点的な取組み

前期の指標に対する実績

・㈱こうし未来研究所の株主総会及
び会合等に年５回出席した。
・合志市及び合志市企業等連絡協
議会の人権等行事へは７回以上参加
した。

経済

環境

社会

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

三側面
（分野に☑）

環境

社会

組合全体
２０２１年７５２名　→２４年　762名
・新卒者　　　5名　→　　７名
・中途採用　５０名　→　57名

前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

前期のSDGsに関する重点的な取組み

社会

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載） 前期の指標に対する実績

三側面
前期の指標

（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野
に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値およ
び更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞
三側面

（分野に☑）

環境

前期の指標

社会 現状（2024年） 更新時（3年後）

経済 796名 ８００名

経済 ５回/年 ７回/年

環境 項目 雇用

環境 項目 人権教育等への参加

社会 現状（2024年） 更新時（3年後）

社会 現状（2024年） 更新時（3年後）

経済 3１.2％ 3２.2％

三側面
（分野に☑）

環境 項目 緑地率

指標
（更新時に向けた数値目標）


